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○市民ボランティアの活動 

 ・市社会福祉協議会によるボランティア派遣 

 市民ボランティアの活動支援及び北九州市での災害時に活動するボランティアリーダー

の育成を目的に、市社会福祉協議会が市民ボランティアを被災地へ派遣した。 

  ＜派遣先＞ 

岩手県釜石市 

  ＜時期・参加人数＞   

    第 1期 6月 19日～23日 参加者15人 

    第 2期 9月 22日～26日 参加者15人 

    第 3期 11月 8日～12日 参加者16人 

    ＜業務内容＞ 

がれきのかたづけ、清掃、荷物運びなど 

 

   ・ＮＰＯ・ボランティアの活動 

     多くのＮＰＯや市民ボランティアが被災地を訪れ、医療、物資等の輸送、がれきのかたづ

けなど様々な支援活動を行った。 

 

④産業分野での支援（ものづくりの絆プロジェクト） 

   北九州商工会議所と市の連携のもと、市内企業が、被災地の企業等に対し機械設備や支援物資

の提供等を行った。 

   ＜これまでの支援例＞ 

     石けん、割り箸、食品、机･椅子、機械設備などの提供、被災者の雇用 

   ＜現在の支援メニュー登録状況＞ 

     ２８社、４３社 

 

⑤就労支援 

  被災者に雇用の場を提供するため、市職員上級採用試験の2次募集を行い、東北地方で初めて

採用試験を実施した。 

   試験会場：第一次試験 仙台市、東京都 

        第二次試験 東京都 

   最終合格者43人のうち、東北3県在住者22人が合格（3月11日時点で17人を採用予定）。 

 

 

 

 

市民ボランティアによる活動  

釜石市  
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○住宅支援 

市営住宅・市住宅供給公社住宅を無償提供するとともに、民間住宅の善意オーナーから申

し出のあった住宅情報を市で受け付け、避難者に案内している。 

     入居相談等件数：429件（3月 11日時点） 

 数戸居入現 数定決居入積累 

公的賃貸住宅 37世帯・89人 21世帯・43人 

雇用促進住宅・UR住宅 12世帯・26人 6世帯・12人 

 人41・帯世5人02・帯世7 宅住間民

   ○物資・見舞金の支給 

入居後直ちに、テレビ、冷蔵庫、洗濯機、電子レン

ジ、炊飯器、布団セットを提供するとともに、日用品

の購入費用等として1世帯あたり見舞金3万円を支給

した。 

また、季節的な出費の増加に対して、1 世帯あたり

10万円（世帯人員2人目から1人につき2万円を加算）

の臨時見舞金を8月と12月に支給した。 

○就労支援 

国の助成制度（職を失った被災者を雇用する企業を対象）を市内企業へ周知するとともに、

福祉施設や介護事業者に対し、被災者向けの求人提供を依頼した（ハローワークでの被災者

向け求人数…393件／840人 1月 15日現在） 

また、避難者からの就業の相談に対して、ハローワークの専用相談窓口を案内した。 

さらに、市の緊急雇用創出事業や合同会社説明会を案内するとともに、市の臨時職員とし

て採用した。 

 ○日常生活支援 

 自治会や民生委員児童委員等が、避難者に対する声かけや生活情報の提供、生活状況の把

握や相談支援活動などを行っている。 

また、避難者が社会的に孤立せず、一日も早く地域にとけ込めるよう、4 人のパーソナル

サポーターが避難者に寄り添い、きめ細かな伴走型の支援を行っている。 

   ○交流会の開催 

避難者からの「同郷の友人がほしい、横のつながりがほしい」という声に応え、生活に関

する情報交換や絆を深めるきっかけづくりとする交流会を開催した（これまでに計4回開催）。 

   ○企業や団体等による各種協力・支援 

多くの主催者からの申し出を受け、避難者がイベント等へ招待された。 

また、避難の際などに利用できる特別航空運賃や宿泊の支援、法律に関する相談など、市

内企業・団体から各種の協力をいただいている。 

避難者の方々への家電等、物資提供の提供
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